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ビァニスト 児 玉 桃
自然と共に楽しむ夏の音楽祭

6月にビアクの街浜松で演奉させていただきましたこと

今も楽しく思い起とします。

早いもので今年もすでに半年が過ぎようとしています。

私にとって 緊 張が盗くコンサー トンーズンから 別 の

雰囲気を昧わえる音楽禁シーズンに入る時期です。都会

から離れた自然の中でバカンスを楽 しんでいるお害構

と 署 い日ざしを浴びながら の とかな雰囲気に包まれ

てき案を分かち合うのです。

私の住んているフランスには 致 え切れないほどの巨の

音楽禁があります。普段はなかなかスケジ■
―ルの合わ

ない吉泰ln間たちが集まって 教 会をどで自由に吉楽を

創ったリ ミ ニ フェスティバルのようなものをあちこち

で行います。私は今年の寅 ま ずフランスに飛び ラ

ロック タンテnン 国際ビアクフェスティバルに参加しま

す。この音楽祭は 小 さを村にある大きな公園の中でlヶ

月ほと行われるもので ア ルゲリッチ メ リーニ リ ヒ

テルとぃった押々たるビアニストたちが雑名な腹か宮参

加していて “ ビアフのメッカ
"と
言われるほどです。

舞台は池の上にセットされ 池 の岸に段になった2000構

の客席があって 毎 晩ほぼ滴席になる盛汎ぶり。吉楽祭

が用意した虫除tナスブレーを手足につけた後 ピ アンの

音に捕き大ります。そとに時々鳥の鳴き戸が混じるので

すが 私 が昨年メシアンを弾いた時は 消 え入るような

静かな最後の部分を弾き終わった後 烏 も 虫 も 聴 き

入,て いるような 息 を飲むような陣寂に包まl■ました.

また 2年 前のリサイタルの送

中では 普 段あったに降らない

雨ガポツポツと……Ⅲ 中断しよ

うか ど うしようかと送って↓ヽ

たう お 客嶺が 「続けて Jと

叫んでくだきって そ のまま最

後まで弾き続けました 雨はだ

んだん激しく嵐のようになけま

したが お 客様は首 音楽祭ス

タッフが急鶏配ったレインコートを活て 雨 に打たl■む

がらも全員最後まで聴いてくださったのです (演奉中の

私とビアクは 幸 いな事にステージ上の屋根に守られて

いました)。終演後お客様は大喜Uを とちらも雨の中最後

まで賄いてくださったお客様に 養 台の上がら拍手を贈

りました こ の出来事はとても霊類になり 塑 日の新聞
Ⅲ
ル モ ンド

"紙
上でも大きく取り上げられました。

この後 私 はサンフラツシスコヘ飛び ピ アニストの姉

(麻里)が 数 年前からご近所の方々のために作ったフェ

スティ′ヽル
“
FecH ttm Musca Days で 演毒します。

毎年テーマを作っていますが 今 年は
“
ロシア
'.姉
をは

じめ 乗 暗らしいビアニスト イ 」―ル ラスコや チ ェ

日のアドツアン ブレンデル等と―擦に ロ シアの作由家

中心のプログラムをう質暮します ま た 最 近デ・オを始

めたサンクト本テルブルグ出身の'ァ イオリニスト ド

ミトワー マクティンとブロヨウィエラ寺を弾きます。

この音楽祭を終えると又日本に戻り塔井沢へ。今年初め

て開催される
“
軽井施 月祭

"で
リサイタル 連 弾等を予

定しています。メシアン作由の
“
軽井沢の鳥

・
は大好き

ですが 本 当にここの鳥は曲の中のように鳴くのでしょ

う力`7

B月には 武 生吉楽察にも姿カロしますが お 寺が沢山ある

と地柄で 外 国育ちの私には古い日本の文化に触れるこ

とはとても興味深いことです。それが終わると パ ツ

ヘ。世界一日した事になりますが 9月 のフヽツはマロニエ

の葉の色が茶色くなけ そ こてようやく 次 のシーズン

の準備や 小 さな私なりの
“
夏休み
"を
パリの自宅でと

ります 管 椋も素散な季節をお迎えください。又 浜 松

の皆様にヽ会い出来る日を心から楽しみにしています。
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きっかけ =========|

声窯家 平 尾 悪 繭

先日はこのような宗晴らしい機会を頂きありがとうござ

いました。そして 自 分が高校まで生活していた地元浜

松で欧うことができて と ても毒せでした。

今思えは 自 分】切めて音楽に興味を持ちだしたのは小

学校のブラスハント部の時でした。その頃はトランベッ

トの言が英雄のようでとてもかっこよく 自 分も上手に

吹けるようになりたいという気持ちで大部し そ のまま

高校まで トランペットと喜攻し い つかはオーケストラ

てトランベットを吹きたいと思っていました。その頃は

まさか今のような歌の道に進むとはまったく考えていま

せんでした と ちらかというとオベラや声楽はあまり好

きではなくて ポ ップスやビアフやオーケス トラの方に

果味がありました.多 分 開 き慣れない外国語の言葉の

意味も分からないし そ のため 何 を歌っているのかも

よく分からなかったからだと思います。そんな状況の中

高校0年のFキに目↓科で戸妄を始

め 三 大テノールのビデオを見

て深く感動したのがこの道に進

むさっかけだったのかもしれま

せん 字 再がついていたので取

の意味もよく理解できて そ し

てなんといっても′ヽヴァロッテ

ィの声が庄倒的に良かったのを

今でもよく党えています。とて

も明るくて愛のある実声でした。

今回の濃奏会では 自 分が声楽に興味を持ちだしてから

更にもっと好きになって行くどっ力けとな。た曲を選ん

てみました。声築を勉強する時 ほ とんどの場合 ま す

はイタリア古奥歌由集から勉強していくのですが そ の

次の段階で スヽテイの歌由をもらった時にとても嬉しか

ったです。なぜなら と ても単純な理由なのですが 三

大テノールでのバヴ7ロ ツテイが敬っていたブッチーニ

の出の魅力ある吉薬にとてもよく似ていたがうです こ

の魅力を言葉で説明するのはとても難しいですね。それ

からというものトスティの魅力に惹かれ 徳 のいろいろ

な歌由を教材にしてレンスツに持っていきました。今も

この魅力に惹かれ続けているところです。

とこちで最近では 「のためカンタービレ」がドラマで

旗映されたけして ク ラシック音楽自体がとても身近な

キ在になってきたように思います。今回の寝奏告を通じ

て 声 英のさらなる魅力を皆様にじしていただけるきっ

かけになりましたらとても嬉t/いです。阪 松出身の濠毒承シリーズJ7月 21日
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トライブ中に聴くCDよ 講 ゥルート 福田遣―ば,一)

の 「ブエクスアイレスの空」がうと決めています 昨 年

6月の例会でお二人のデュオリサイタルの素晴らしさに感

動しました。あ本れるほどイメージいっばいの表現をす

るフルー トを 要 所要所でサポートしていくギター演秦

からは や や気ままな娘の成長を大きく見守oて いる父

親のようなほほえましい気分44Aわ リ ー 層印象深くし

ています

ダイナミックなフルー暇 案の次は 佐 藤美様子のコロ

ラトウーラツプラタです。 「ルチア狂乱Jを 聞くことに

しています。あの小さな身体で 世 界に居並ぷ大柄な大

とのコンテストで世界1位を獲得した技群の実力の持ち

主 こ れが天使の声と言われる訳 な どとイメージしな

友め争合民 邑 田 啓

がら ド ライブするのも案しみのひとつです。

年を重なるにしたがい 感 動感激する機会rf次嘉に少な

くなってきておりますが 実 しく魅力的な森麻毒 (NHK

トップランナーで再認譲) 二 期会マイスタージシ方―

(若いころを思い出して楽しい気分で帰速に活く)を は

じめとして コ ンサートに行くたびに要族共々充実した

ひと時を過ごしています。

今年は 「千の風になってJの ヒットや "の 「のためカ

ンタービレJの 影響で ク ララックムードが一層ひろ

がってきているように思います。館しいことです。

最後に 「四客のコンサートJの 役員の方々には大変お世

話をおかけいたしますが 今後ともよろしくヽ 願いいた

t/ます。
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カール ラ イスター ク ラリネツトリサイタリレ 10月 14日 (日) 6:45 PM
ア                       ビ アフ :土目和子

ドインが生えた世昇め名クラリユット事者.頭酸 寂よりぺ″リンフィルの主席著t

「ベルリンフィルの額Jと してカラヤンサウンドモ支えたスターブレイヤー 完全麻次のテ

ク=ックtr表して ヽイツ皇帯こうなんで「0青Jと呼ばれな程め人気と草カセ帽しています

たま活動5明 年を迎え 更 に口郎味を増すクラリネットの巨匠の曇厚葦慶を世票をどう=お

聴さ逆しなく|

ノr7グラム

Ftシュトラウス′0マ ンス

シューベル ト/「氏しさ本=小 屋の臨JD～ 5より 々 奇じめ強ぃヨ /と こへ

涙り☆実 ElアⅢⅢ

セレナート「岡!, frl, ひ どウをJ D 000

シューベル ウ 印囚薗 o,的 より 第 3霊 女 卜長コ (ビ,フ ッ ロ)

子スヽンタイスリ畷想由

ヽ一トーヴェツ/,テ ライー'

◆緋うS=哭デュオリサイ効レゥ釧るみ
日本t lt安する二人のオベラ欧手による車やか,ブ ログラム.リ リカルが,ト ラマ

チックまて幅広い表現力そ目覚しい活躍者擦ウ広ける気親のソブラン爆川まりと

歓国のユこうす そ の理かで気島あヽれる実声と済f4カでオベラ界て↓植資を憎し

てい0′ リ`トン三原剛との豪葦な既の観積こお要しみ下さい.

プログラム

山日訪仁ン京と,ま

同野貞―/ヽ るさを

打ヽ林云進′落草な

と否遷之助/初 志

楼が初めて四季のコンサー トに出llけたのは 一 歳か二

歳の頃たと同いています。ただし 居 場所にホールでは

なく 2階 の保育空。客情に座うせてもうえるようになっ

たのは三歳を過ぎてからで そ の時の誇らしい気持ちを

党えています そ う言えば 未 就学児が入場できる (静

かに魔いていられれば)の も 「浜松吉楽友の会」なら

ではです。

小さい頃は 減 奏が始まるや腰息とたて 体 態になると

ロビーを走り回っていた僕も 近 頓では演秦にぐっと長

中できるようになりました。四歳から始めたピアクが

今ではもう苦病ではなく 楽 しみになっています。あこ

ワーグナー/1rH(ヶ ッホィサー〉よi,

「夕三の歌J
「ほかをこり伝塩ど ヽ たたよ技野を道るJ

ウェルティアはH(ト ロ,ァ ドーレ〉より

「Iめ 願い電Frlぃてくてさい―ヽす こ のを切

中学1 年 佐 藤 馨

がれの大由を (先生に内緒て)弾 いています。又中学で

は弦楽部に人部し ヴ ァイオツシをおりたところそ ビ

アク以外の楽器にもFjg心が広がっています。

今思えば 僕 の音楽への愛着は こ こで育てられた気が

しています。そして最近特に印駁に残った演奉会は 小

菅優さんと森麻季さんです。小菅さんの 「熱情Jは  そ

の吉楽の大きさに圧倒されたし 森 さんのつややかな声

は最後列まで客いて 会 場が一体となりました こ の超

人気者の二人をよく呼んてくださったと思います こ れ

からも毎回のプログラムを茶しみにしていますゃ

ルの主席著章を務め

シューマン/幻 密小口奏

シューマン/均 殺小口紫

メンデルスフーン/ク ラ

ゅ   73

op 12=ウ 「飛弱J(ビァツ フロ)

,■ フトツチタ =小長翻

12月 5日 (水) 6145 PM

録 Ⅲ ま り 三原 印



浜松音楽友の会 創立25周 年 稔
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1 予
定

く青) 天羽明慧υプラフ)&1中道郁代(ピアク)デ ユオリサイタル  4月 19日 (上)
超絶的なコロラトゥーラとワリックな声を併せおち 内 夕|で高い評価を得ている期待のツプラノ天羽明感と デ

ビ■-20周 年を迎え 今 や人気実力ともに日本を代表するビアニスト仲道有1代との菫穣なる夢の共演。シューマン

の作品に蕉点をあて そ の生涯や大柄 作 由の背景などの楽しい トークを交えて 魅 力満載のコンサー トをお属け

いたします

(皓>吉 =B賢
―(ォーポエ)S野 原みどり(ビアン)デ ユオリサイタ)レ  6月 27日 (金)

長う力く甘い吉色 確 かな様式感 優 れた音楽性によって新日本フイル主席奉者のみならf 日 本の トップブレイ

ヤーとして大活震のオーボI春 者古部賢―が ク リアな着色とスケールの大きい音某作りに定軒のある実力派ビア

ニスト野原みとりと組んで 権 上のアンサンブルをたっポリと晴わせてくれます。新しいオー/rこの世界をど建能

ください.

く0"′
ウヽル グルダ ビアツツサイタル

くe〉
ミラノ スカラ弦楽台妻団演薬会  l

↑R ( |、
10月 予定

1961年ウイーンに生まれ 9歳 よリビアタを始める。パウル本人によれは 最 初の師は世界的なビアニストである

食のラツートリヒ グルタであり 校 により音楽の方向性が決定付1,られました そ の後 ル トルフ ゼルキンから

も吉楽の真髄を学び 抜 4子の芸術牲を確立しています。現在 後 進の指導にヽ力をとぎ 多 くのマスタ
ークラスを

開催しながう ツ リス ト 室 内楽奏者 作 歯察として世界各国てた躍しています。芳庫なウィーンの意りをお楽し

みぐださい。

2月占瑠」ホ)
世界に冠たるイ,リ アオベラの殿堂 ミ ラン スカラ座オーケストラメンバーによる13名の浩鋭によ,て 格成された

弦楽アンサンウル。1976々の構成当時 せ 界の吉楽界に大反習を起としました。艶や力`て朗るい音色 豊 かなカン

タービレ 表 検なアレクロ…など 歌 心あふれるイタリアの弦某アンサンブルの魅力をたっざり聴かせ 友 の会25

周年にヽさわしい稼華なプログラムになることでt/ょう

浜松出身の寝奏家シリ
ース

今仁言美子 ピ アプリサイタル  7月 20日 (日)

浜松市立雷塚中学校 桐 翻女子高専学校書英科 向 大学者裏学部卒業後 ド イツロ立テトモルト吉某大学に留学

国家演暮家資結課程にて最優秀の成組で卒業 全 日本学生コンク
ール小学校 中 学校の各都大選.OWK芸 術営コツ

クール吉楽部F月第1位(トイツ)ヨ ーロッパ各地 ロ シア 日 本で数多くのソロ 宝 内茶 デ ュオリサイタルなどに

出減し 絶 賛されている期待の着手ピフニストです

吾回共 於  ま まホール

★会員の皆様へのお願い★

会員だより 皆 様のと害稿をお倍ちします。400字詰原稿用紙2枚以内で テ
ーマは自由です。

会員登録は 年 度が変わってもそのまま継続されます

退会希望の方Fよ ′ ″ヽ■に住所 tF名 電話 含員番号を48大 の上 前年度012月末日道に 事務局究t退会め旨そご連絡ください

名義変更の方は ハ 方キに自会員と新会員のlE所 氏 名 電 話 会 長誓号H日会長の)とを記入の上 盲務局完!こうとりくたさい

締 堂=利 用の方は コ ンサー トの前日までに 同 本 な053(406)5417ま でお申込みください。

開堀F与(聞演30今前)から終減まであ頼かりします 1回 500円です

●インタビュアー 花 東贈呈係を宴察しています 〔 希望の方は 事 務局まてこ連絡ください

値人情照の取け級いについて

当台 ヨ四人拒親のコけ祝↓Ⅲこついて 「担A市 I FのF【 に四十=】律J,す モの■のFl逆広4え 丁その“じの'並  ブ イドラインをせ'レ  価 大

脩親について適切本官理 取 り,Vと ,ほ に努します


